平成２７年１０月１３日

「復興支援士業ネットワーク」による無料相談会開催報告書
一般社団法人復興支援士業ネットワーク

代表理事　磯脇　賢二
1. はじめに
東日本談震災とその復興という大変な状況の中で、被災された皆様からの問い合わせや悩みに対応するため、法律や生活相談の話に限らず、不動産・登記・税金・年金・雇用問題・失業問題・保険・事業資金調達・二重ローン問題など様々な問題を抱える被災者の方々のあらゆる相談に応じ、皆さんのストレスを少しでも和らげ、地域の皆様に寄り添って活動をしていくために、一般社団法人復興支援士業ネットワークは、市民を対象とした無料相談会を、８月２２日に特定非営利法人亘理いちごっこ（以下亘理いちごっこ）の御協力をえて亘理いちごっこ施設内で行う予定でした。相談会当日になり、亘理いちごっこから、山元町社会福祉協議会主催の「地球村イベント会場」に、急遽出店することになったので施設内でできなくなった旨の連絡がありました。抗議はしたものの、来場者数の多い場所で開催したほうが、相談件数も上がると思い気を取り直し、急遽、山元町社会福祉協議会に承諾をとり、山元町社会福祉協議会主催の「地球村イベント会場」（場所：工房地球村　山元町共同作業所敷地、別添チラシ添付）特定非営利法人亘理いちごっこのブースの中で開催しました。
2. 一般社団法人復興支援士業ネットワークによる無料相談会について
主催
一般社団法人復興支援士業ネットワーク

協力
山元町社会福祉協議会・ＮＰＯ法人亘理いちごっこ（亘理）。
日時
平成２７年８月２２日10：00～15：00まで
場所
佐藤記念体育館（亘理町立体育館）
3. 来場者数
全体で２００名。当社団のブース（亘理いちごっこのブースの間借り）には70名ほどの方が出店にこられました。相談件数は５件でした。
4. 相談内容
相談内容は、土地の贈与に伴う贈与税・相続精算時課税制度、住宅ローンの借り入れと返済がありました。個別化深刻化している悩みをいかに聞き出していくか。いかにフォローするか課題といえます。

5. プラン及び準備
今回は、友好団体であるNPO法人亘理いちごっこにお願いをして８月２２日があいているとのことでしたので予約と、開催をチラシに記載してくれることをお願いしました。当日、亘理いちごっこに伺うと、亘理いちごっこから、山元町社会福祉協議会主催の「地球村イベント会場」に、急遽出店することになったので施設内でできなくなった旨の連絡がありました。亘理いちごっこのチラシには、社団が亘理いちごっこ会場で相談会を開く旨がかいてあります。当然、抗議をしました。しかし、来場者数の多い場所で開催したほうが、相談件数も上がると思い気を取り直し、亘理いちごっこのスタッフの方に、相談者が亘理いちごっこ会場に来られた場合、直ちに戻るので待ってもらうことをお願いして山元町に向かいました。亘理いちごっこが間に入り山元町社会福祉協議会に承諾をとり、急遽、山元町社会福祉協議会主催の「地球村イベント会場」（場所：工房地球村　山元町共同作業所敷地、別添チラシ添付）特定非営利法人亘理いちごっこのブースの中で開催した次第です。
山元町社会福祉協議会は、２４時間テレビ「愛は地球を救う」に賛同し、８月下旬になると毎年、工房地球村・山元町共同作業所敷地内に「地球村イベント会場」を作り、仮設住宅だけや町外避難者に呼びかけ、お祭りをしております。集まってくる仮設住宅やほかの団体の方々と情報交換などをする機会を提供しております。

当日は、急な事だったので、相談者を増やすために、地道に、社団のリーフレットを配りながら、何か困っていることはありませんかと声かけを行い、集客を行いました。そうすることによって相談者を確保するように努めました。
6. 総合相談会を開催して良かった点
良かった点
· 会自体の来場者は主催者発表で２００名。当社団（亘理いちごっこブースの間借り）には60名ほどの方が来られました。作業所にお勤めの方のお母様５名ほどの方から話を伺うことができました。皆様近くの仮設住宅にお住いの方でした。
· 無料相談会開催のPR（当初）は、地元ＮＰＯが、地元NPOのチラシの中に記載してもらい500枚ほどを町内全域（いちごっこが事業として給食を配送している先を中心）に配布をしました。

· 参加者した専門家は、ＦＰ3名（社団）行政書士1名（助っ人みやぎ）
7. 次回に向けての改善点

· 東北復興を志す団体・地元で活動する士業団体・NPO・企業との提携しながら、今後は地元密着に力を入れて地域の実情に合った相談会を実施するようにしていきますと申しておきながら、今回は直前に会場変更をするという最悪の結果でした。２回会場に赴き、打ち合わせを行い、また、何度も電話連絡をしていたにも関わらず非常に残念な結果でした。
· 震災からの生活再建問題は個別化深刻化していております。相談会にでてきてもらうのにはどうしたらいいのか、相談できる体制にするにはどうしたらいいのか大きな課題です。地元NPOや仮設住宅の役員の方々と信頼関係の構築を図っていきます。
· 福祉の専門家の確保および連携に努めます。今回は、行政書士とFPが対応しました。今後も福祉分野の質問も来ることが想定されます。近いうちに弁護士か司法書士か行政書士（法律）FPや税理士（お金や税金全般）保健師もしくは社会福祉士（福祉）にまたがる包括的相談会を行いたいと計画しております。

· 地域におかれた状況の変化についていけるよう、地元NPOの協力を得ながら、地域の実情・市・町や県の実情の情報収集に努めます。
8. おわりに
東北復興を志す団体・地元で活動する士業団体・NPO・企業との提携しながら、今後は地元密着に力を入れて地域の実情に合った相談会を実施するようにしていきますと申しておきながら、今回は直前に会場変更をするという最悪の結果でした。２回会場に赴き、打ち合わせを行い、また、何度も電話連絡をしていたにも関わらず非常に残念な結果でした。しかし、置かれた状況で最善の結果を出すように努めるのも我々の役割だと思います。今回は、会自体の来場者は主催者発表で２００名。当社団（亘理いちごっこブースの間借り）には60名ほどの方が来られました。作業所にお勤めの方のお母様５名ほどの方から話を伺うことができました。気を取り直し、震災からの生活再建を果たすべく頑張っていきます。しかし、震災からの生活再建問題は個別化深刻化していて、相談会にでてきてもらうのにはどうしたらいいのか、相談できる体制にするにはどうしたらいいのか大きな課題です。地元NPOや仮設住宅の役員の方々と信頼関係の構築を図っていきます。
福祉の専門家の確保および連携が非常に重要になってきました。今回は、自分（親）が死んだあと、残された障害をもった子供をどうするのかについて、非常に悩みが深いのがわかりました。今後も福祉分野の質問も来ることが想定されます。近いうちに弁護士か司法書士か行政書士（法律）FPや税理士（お金や税金全般）保健師もしくは社会福祉士（福祉）にまたがる包括的相談会を行いたいと計画しております。この様に、山あり谷ありですが、引き続き東北復興を継続して応援させて頂きたいと思いますので、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
